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ハーバードにおけるコンピュータネットワーク事情
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1．イントロダクション

約１年前にハーバードに来るまで、私はＥ－ｍａｉｌアドレスはおろか自分のコンピュータも所持していなかった。

現在でもコンピュータネットワークに関する理解は初心者の域を出ない。今回私に与えられたテーマは、ハーバードに

おけるネットワーク事情というものであるが、実は比較するべき曰本の、あるいは金沢大学のネットワークについての

知識がない。したがって何が相違点として強調されるべきか判断できない状況にあるのだが、この点をご理解の上、以

下読み進んで頂ければ幸いである。

ハーバード大学は、二つのカレッジ（ＨａｒｖａｒｄＣｏｌｌｅｇｅ，ＲａｄｃｌｉｆｆｅＣｏｌｌｅｇｅ）と

ＧＭｄｕａｔｅＳｃｈｏｏｌｏｆＡｒｔｓａｎｄＳｃｉｅｎｃｅｓ，および９つのプロフェッショナルスクール（商業，

歯学，建築デザイン，神学，教育，政治，法律，医学，公衆衛生），多くの研究施設（センター）の集合体である。

さらに医学関係では、１７の関連する病院を抱えている。実際のキャンパスや研究所の物理的な位置関係と同様、基本

的には各スクールおよび施設は完全に独立しており、コンピュータネットワークについても同じことが言える。

すなわち各施設の多くは、それぞれにＷＡＮ（ＷｉｄｅＡｒｅａＮｅｔｗｏｒｋ）を持っている。さらに多くの場合、各

施設内で部署（ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ，ｆａｃｕｌｔｙ）ごとに、あるいはビルディングごとにＬＡＮ（ＬｏｃａｌＡｒｅａ

Ｎｅｔｗｏｒｋ）が構築されている。本文ではまず、ＦａｃｕｌｔｙｏｆＡｒｔｓａｎｄＳｃｉｅｎｃｅｓ（ＦＡＳ：

ＨａｒｖａｒｄＣｏｌｌｅｇｅとＧｒａｄｕａｔｅＳｃｈｏｏｌｏｆＡｒｔｓａｎｄＳｃｉｅｎｃｅｓ，ＳｕｍｍｅｒＳｃｈｏｏｌ

ｏｆＡｒｔｓａｎｄＳｃｉｅｎｃｅｓ、ＳｕｍｍｅｒＳｃｈｏｏｌｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎおよびＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

ＥｘｔｅｎｓｉｏｎＳｃｈｏｏｌの総称）のネットワークについて説明を試みた後、私の所属するＢｒｉｇｈａｍａｎｄ

Ｗｏｍｅｎ,ｓＨｏｓｐｉｔａｌ（ＢＷＨ）を中心に、ＨａｒｖａｒｄＭｅｄｉｃａｌＳｃｈｏｏＬＨａｒｖａｒｄＳｃｈｏｏｌ

ｏｆＰｕｂｌｉｃＨｅａｌｔｈと大きな関連病院５つが集中するＬｏｎｇｗｏｏｄＭｅｄｉｃａｌＡｒｅａのネットワークに

ついて触れてみたい。

２．ＦＡＳＮｅｔｗｏｒｋ

まず物理的なネットワークの構造であるが、カレッジの寮の各部屋や、スタッフ（教官，事務官）の各オフィスに

は、ＦＡＳＮｅｔｗｏｒｋのＨｉｇｈＳｐｅｅｄＤａｔａＮｅｔｗｏｒｋ（ＨＳＤＮ）回線が引かれている。ビルディングの

通常地下には、およそ１００から２００の端末を束ねるハブが設置され、ここで各端末から送られるｐａｃｋｅｔｓを受

け取り、これを圧縮して、光ファイバーを通じて最寄りの中継所に送る。中継所は全部で６カ所あり、うち３カ所は寮

関係を地区ごとに束ね、他にサイエンスセンター（ハーバードヤード周辺のキャンパスを束ねる）と、北西キャンパス

および北東キャンパスにそれぞれ設置されている。各中継所に集められたｐａｃｋｅｔｓは、他の中継所に送られたり、

中央中継所であるサイエンスセンターに集められる。寮以外に住んでいる学生に対しては、電話回線を介するモデムア
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クセスが提供されており、これもサイエンスセンターの中継所につながっている。さらに、述べるまでもなく、ＦＡＳ

に付属する多くの研究施設のコンピュータがこの中継所と連絡している。ＦＡＳＮｅｔｗｏｒｋはインターネットへのア

クセスを、ハーバード大学のＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｌｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＳｙｓｔｅｍｓ（ＵＩＳ）から提供されている。

ちなみに、ＦＡＳＮｅｔｗｏｒｋをはじめとする、ＨａｒｖａｒｄのＷＡＮおよびＬＡＮの多く、および各ネットワークの

サーバはＵＩＳが実際のメンテナンスを行っている。サイエンスセンターに集められたｐａｃｋｅｔｓは、Ｗｉｌｌｉａｍ

ＪａｍｅｓＨａｌｌというビルディングのｇａｔｅｗａｙに送られ、ここからＴ１マイクロ波でマサチューセッツ工科大学

（ＭＩＴ）に送られ、ＭＩＴからはやはりマイクロ波でプルデンシャルセンター（ボストンでは有数の高層ピルの一

つ）にあるインターネットのコマーシャルプロバイダーのひとつ、ＮＥＡＲＮＥＴに送られる。ここから各ｐａｃｋｅｔは

いくつかの中継所を経由して、インターネット上の目的地への旅を続けることになる。

さて、ＦＡＳＮｅｔｗｏｒｋの管理者はＦＡＳＣｏｍｐｕｔｅｒＳｅｒｖｉｃｅｓと呼ばれるカレッジの－部署である。

もちろんカレッジの学生は、サイエンスセンター地下にあるマイクロコンピュータ室や、各寮のコンピュータ室および

コンピュータキヨスクの端末を使って、ＦＡＳＮｅｔｗｏｒｋにアクセスすることができるため、寮や自宅の部屋からの

アクセスは一応オプションということになっている。しかし３年前から、新入生に対しては全員に自分の部屋からの接

続を促すプロジェクトが行われている。このプロジェクトはＧｅｔＣｏｎｎｅｃｔｅｄＰｒｏｊｅｃｔと呼ばれ、ＦＡＳ

ＣｏｍｐｕｔｅｒＳｅｗｉｃｅｓと、ＨａｒｖａｒｄＣｏｍｐｕｔｅｒＳｏｃｉｅｔｙ（ＨＣＳ）と呼ばれる学生側の組織と

の協力で行われている。ＨＣＳはカレッジ内外のコンピュータネットワークに関する情報の収集と、ネットワークの改

善や普及を目的としてカレッジの学生により組織されている。すなわち、学生が寮ないし自宅の部屋からＦＡＳ

Ｎｅｔｗｏｒｋに接続する際には、，,Ｓｔｕｄｅｎｔｓｈｅｌｐｉｎｇｓｔｕｄｅｎｔｓ，，がポリシーとなっているのである。

ＧｅｔＣｏｎｎｅｃｔｅｄＰｒｏｊｅｃｔは、学生が入学から１週間以内にＦＡＳＮｅｔｗｏｒｋへの接続を完了できること

を目標としている。まず、学生からＵｓｅｒｓＡｓｓｉｓｔａｎｔ（ＵＡ）が募られる。特に、給費生にはＵＡに応募する

ことが強く期待されている。今年のスケジュールを見ると、ＵＡは９月３曰から５日まで３曰間にわたりレクチャーを

受け、翌曰には各寮に移動して実地に接続の仕方を学んでいる。彼等が各寮の新入生の指導に当たることになる。必要

なハードウェア（ＷｉｎｄｏｗｓｍａｃｈｉｎｅまたはＭａｃｉｎｔｏｓｈ）は、ＵＩＳが安価かつ迅速に提供してくれる。

ワードプロセッサ，表計算，描画・画像などの基本的ソフトウェアはＦＡＳのサーバからダウンロードできる。

今後このプロジェクトが、ハイスクールまでにコンピュータネットワークへの接続を経験した世代が多数を占めるま

で、重要｣な役割を果たして行くことは間違いないだろう。なお教官側に対しては、ＦＡＳＣｏｍｐｕｔｅｒ

ＳｅｒｖｉｃｅｓがＦａｃｕｌｔｙａｎｄＳｔａｆｆＣｏｍｐｕｔｅｒＳｕｐｐｏｒｔ（ＦＡＳＣＳ）Ｐｒｏｇｒａｍを提供し、

ＦＡＳＮｅｔｗｏｒｋとの接続からソフトウェアに関する質問、ハードウェアの修理に至るまでサポートしている。

ＦＡＳＮｅｔｗｏｒｋそのものの目的は、ＵＩＳによれば学生同士および学生と教官側のコミュニケーション，各部署間

の連絡，オフィスオートメーション，および研究利用などである。アメリカの大学では、学生はまず学生便覧（カタロ

グ）をもらって各講義の内容やスケジュール，単位，講義を受けるのに必要な条件などを調べ、事前に講義に登録する

必要があるが、これらは全てオンラインで行える。講義には事前に目を通しておくべき資料があるが、これらもネット

ワークを通じて提供するように教官側は奨励されている。何らかの文献が必要であれば、数多くの図書館に分散してい

る図書をオンラインで検索できろ（後述）。また、多くの研究施設の大型コンピュータに蓄積されている、データやそ

の解析プログラムへのアクセスも一定の条件（パスワードの取得など）の下に行うことができる。
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